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在
」、
そ
し
て
「
明
日
」
の
問
題

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
同
じ
過
ち
を
避
け
る

た
め
に
は
、
歴
史
に
学
ぶ
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
当
会
の
昨
年
度
の
主

な
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
２
月
の
通
常
総
会
に
始
ま

り
、
７
月
の
慰
霊
大
祭
、
８
月

に
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
の
慰
霊

巡
拝
な
ど
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
計
画
ど
お
り
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
49
回
目
の

慰
霊
大
祭
は
、
例
年
に
も
増
し

て
大
勢
の
方
々
が
護
國
神
社
へ

お
い
で
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催

で
き
ま
し
た
。
現
地
慰
霊
巡
拝

も
、
当
会
の
会
員
４
名
を
含
む

10
名
に
て
、
ウ
エ
ワ
ク
、
ソ
ナ
ム
、

マ
ダ
ン
、
ハ
ン
サ
を
巡
り
、
各

地
で
慰
霊
祭
を
執
り
行
い
現
地

に
未
だ
眠
る
御
霊
の
供
養
を
し

て
参
り
ま
し
た
。
加
え
て
学
校

訪
問
も
３
校
を
訪
れ
、
学
用
品

な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
つ
つ

交
流
を
深
め
所
期
の
目
的
を
果

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
も
例
年
ど
お
り
、
通
常

総
会
、
慰
霊
大
祭
、
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
へ
の
慰
霊
巡
拝
と
友
好
親

善
を
柱
と
し
た
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

昭
和
44
年
に
、
戦
友
会
の
皆

様
の
熱
意
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
当
会
が
、
半
世
紀
の
長
き
に

わ
た
り
慰
霊
事
業
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
は
、
戦
友
会
と
二
世

会
（
戦
没
者
の
子
供
）
と
の
継

承
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
こ

と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、

活
動
の
主
体
は
二
世
が
中
心
で

す
が
、
年
々
高
齢
化
が
進
ん
で

き
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
三
世
（
孫
）・
四

世
（
ひ
孫
）
へ
如
何
に
引
き
継

い
で
い
け
る
か
が
大
き
な
課
題

で
す
。
当
面
、会
の
運
営
は
人
的
・

資
金
面
と
も
支
障
あ
り
ま
せ
ん

が
、
会
員
の
皆
様
の
更
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
終
り
に
、
皆
様
方
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
元
気
で
新
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

会
報
の
新
年
号
を
例
年
よ
り

早
く
新
年
早
々
に
皆
様
に
お
届

け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
、
今
年
は
戦
後

73
年
に
な
り
ま
す
。
年
と
共
に

戦
争
の
記
憶
が
薄
れ
ゆ
く
中
、

平
成
27
年
の
戦
後
70
年
を
迎
え

た
時
、
天
皇
陛
下
が
「
新
年
に

あ
た
り
」
と
い
う
所
感
で
述
べ

ら
れ
た
「
こ
の
機
会
に
、
満
州

事
変
に
始
ま
る
こ
の
戦
争
の
歴

史
を
十
分
学
び
、
今
後
の
日
本

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
、
今
、
極
め
て
大
切
な
こ
と

で
す
。」
と
の
お
言
葉
を
私
は
思

い
起
こ
し
ま
す
。「
過
去
」
そ
の

も
の
は
そ
れ
で
終
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
「
過
去
」
は
実

は
私
達
が
向
き
合
っ
て
い
る
「
現

将
と
豪
軍
司
令
官
・
ロ
バ
ー
ト
ソ

ン
少
将
が
調
印
し
て
、
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
に
お
け
る
戦
闘
が
終
了
し
た
。

（
慰
霊
友
好
訪
問
団
か
ら
贈
ら
れ

た
縄
跳
び
具
で
遊
ぶ
、
ケ
ー
プ

オ
ー
ム
小
学
校
児
童
）

　

ウ
エ
ワ
ク
の
オ
ー
ム
岬
は
昭
和

20
年
９
月
13
日
、
連
合
軍
と
の
間

で
降
伏
調
印
式
が
行
わ
れ
た
場
所
。

第
18
軍
司
令
官
・
安
達
二
十
三
中

オ
ー
ム
岬
の
児
童
達

スケッチ画（セピックの水上家屋）　稲垣 一良

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

�

長
野
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ュ
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彦
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平
成
29
年
８
月
23
日
か
ら
８
日

間
の
日
程
で
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
に
兄
の
慰
霊
の
旅
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

永
年
の
念
願
が
か
な
い
、
初
め

て
の
参
加
で
し
た
が
、
皆
様
の
お

力
添
え
に
よ
り
、
巡
拝
の
旅
を
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
日
平
和
に
暮
ら
し
て
い
ら
れ
る

の
も
多
く
の
戦
没
者
の
命
の
代
償

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
心
か
ら

慰
霊
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

悲
惨
な
戦
争
は
二
度
と
繰
り
返
し

て
は
い
け
な
い
と
、
肝
に
銘
じ
ま

し
た
。

私
の
兄
（
故　

荻
原
三
男　

独
立

自
動
車
隊
第
39
大

隊
・
猛
４
６
３
０
部

隊
）
所
属
で
、
昭
和

20
年
５
月
24
日
ウ

エ
ワ
ク
の
地
で
戦
死
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
団
は
総
勢
10
名
で
、

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
か
ら
は
、

会
長
の
本
田
昌
彦
さ
ん
、
そ
れ
に

山
岸
さ
ん
親
子
と
私
が
参
加
。

現
地
で
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
、
ウ
エ
ワ
ク
、

マ
ダ
ン
、
ハ
ン
サ
地
区
な
ど
を
巡

拝
し
て
、
肉
親
が
眠
る
地
で
厳
粛

な
慰
霊
式
を
行
い
ま
し
た
。

○
ウ
エ
ワ
ク
で
の
慰
霊
祭

８
月
25
日
午
前
10
時
、
ウ
エ
ワ

ク
平
和
公
園
慰
霊
碑
前
で
戦
没
者

合
同
慰
霊
祭
が
、
同
行
し
た
中
山

神
官
に
よ
り
厳
か
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
コ
イ
キ
ン
地
区

に
あ
る
観
音
像
前
で
は
、
私
の
兄

の
慰
霊
式
に
臨
み
ま
し
た
。

端
正
な
お
姿
で
日
本
の
方
向
を

向
い
て
お
立
ち
の
観
音
様
の
芳
名

版
に
、
兄
の
名
前
を
見
つ
け
た
私

は
大
き
な
声
で
「
兄
さ
ん
、
迎
え

に
来
ま
し
た
。
一
緒
に
日
本
に
帰

り
ま
し
ょ
う
…
」
と
涙
な
が
ら
に

語
り
か
け
ま
し
た
。
永
年
の
念
願

が
か
な
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

○
現
地
の
学
校
親
善
訪
問

慰
霊
巡
拝
の
中
で
学
校
訪
問
を

行
い
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
と
交

流
し
ま
し
た
。
ポ
ー
ト
モ
レ
ス

ビ
ー
の
ソ
ゲ
リ
高
校
は
ソ
マ
レ
元

首
相
の
出
身
校
と
の
こ
と
で
、
日

本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
教
師
が
教
鞭

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
ら
に

将
来
の
希
望
を
聞
く
と
、
弁
護
士
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
の
発
言
が
あ
り

感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

各
地
の
慰
霊
式
に
は
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
が
、

素
朴
で
人
懐
こ
い
、
未
就
学
児
童

と
思
わ
れ
る
子
ど
も
ら
に
も
教
育

の
機
会
を
与
え
て
あ
げ
た
い
と
痛

感
し
ま
し
た
。

○
密
林
に
残
る
陸
軍
爆
撃
機

戦
後
70
余
年
が
経
過
、
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
に
は
今
な
お
当
時
の
兵
器

の
残
骸
が
み
ら
れ
ま
す
。
日
本
軍

の
も
の
で
は
高
射
砲
や
輸
送
船
、

航
空
機
の
残
骸
な
ど
が
、
密
林
や

海
岸
に
朽
ち
果
て
て
当
時
の
面
影

を
と
ど
め
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
マ
ダ
ン
郊
外
の
密
林

内
に
残
る
、
陸
軍
の
１
０
０
式
重

爆
撃
機
「
呑
龍
」
は
、
破
壊
の
凄

ま
じ
さ
を
今
に
伝
え
、
双
発
の
エ

ン
ジ
ン
に
は
つ
る
草
が
絡
み
付
き
、

長
い
月
日
の
経
過
を
物
語
っ
て
い

ま
し
た
。

兄
は
出
征
前
、
中
島
飛
行
機
会

社
に
勤
め
て
お
り
、
軍
用
機
の
製

造
に
係
り
「
呑
龍
」
の
試
験
飛
行

に
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

戦
争
末
期
、
日
本
本
土
を
爆
撃

し
た
米
軍
の
Ｂ
︱
29
爆
撃
機
を
上

回
る
大
型
爆
撃
機

「
富
嶽
」
の
試
作
に

も
取
り
掛
か
っ
て
い

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
回
、
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ

り
慰
霊
の
旅
を
無
事
終
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

会
の
皆
様
は
じ
め
、
関
係
の
各
位

に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。マダンの密林内、

陸軍の爆撃機「呑龍」の残骸

 

兄
の
足
跡
を
巡
る
旅

��

（
第
38
回
慰
霊
巡
拝
参
加
レ
ポ
ー
ト
） 
荻
原 

光
彦（
上
田
市
）

第
38
回
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
慰

霊
巡
拝
に
昨
年
８
月
、
81
歳
の
母

と
共
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
現

地
へ
の
慰
霊
の
旅
は
今
回
で
３
回

と
な
り
ま
し
た
。

私
の
祖
父
は
独
立
自
動
車
第
39

大
隊
（
猛
４
６
３
０
）
員
と
し
て

昭
和
20
年
６
月
３
日
ウ
エ
ワ
ク
・

八
幡
山
の
戦
闘
で
戦
死
し
ま
し
た
。

21
歳
で
入
隊
し
数
回
の
内
地
帰
還

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
17
年

間
も
軍
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

今
回
の
旅
の
目
的
は
何
と

か
八
幡
山
頂
ま
で
登
り
、
祖

父
に
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
る
事

で
し
た
。
２
年
前
の
訪
問
で

は
現
地
の
村
人
の
案
内
で
中

腹
ま
で
登
り
ま
し
た
が
、
途

中
で
断
念
し
、
昨
年
は
体
調

不
良
で
諦
め
ま
し
た
。

今
回
は
８
月
25
日
早
朝
、

私
と
母
そ
れ
に
中
山
宮
司
さ

ん
を
含
め
４
人
は
、
現
地
の

案
内
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

て
山
頂
を
目
指
出
発
、
約
１

時
間
半
で
何
と
か
た
ど
り
着

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

山
頂
に
は
大
人
一
人
が

入
れ
る
ほ
ど
の
穴
が
数
か
所

あ
り
ま
し
た
が
、
説
明
に
よ
る
と
、

当
時
の
日
本
軍
が
戦
闘
に
備
え
た

塹
壕
の
跡
で
、
周
辺
に
は
南
洋
竹

も
生
い
茂
っ
て
い
ま
し
た
。

山
頂
で
慰
霊
祭
を
行
い
ま
し
た
。

周
辺
の
草
を
刈
り
大
き
な
バ
ナ
ナ

の
葉
を
敷
き
詰
め
て
祭
壇
を
つ
く

り
、
祖
父
の
写
真
、
お
供
と
観
音

様
を
飾
り
、
中
山
神
職
の
先
導
で

神
事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

祝
詞
の
奏
上
が
始
ま
る
と

不
思
議
な
こ
と
が
起
こ
り
ま

し
た
。
周
辺
の
ジ
ャ
ン
グ
ル

か
ら
一
匹
の
蝶
が
舞
い
出
て
、

祭
壇
の
周
り
を
飛
び
始
め
た

の
で
す
。

母
は
思
わ
ず「
お
父
さ
ん
」

と
、
叫
び
ま
し
た
。
私
は
祖

父
を
知
り
ま
せ
ん
が
、
あ
の

蝶
は
間
違
い
な
く
お
じ
い
さ

ん
の
霊
が
、
挨
拶
に
来
て
く

れ
た
と
確
信
し
ま
し
た
。
最

後
に
、
祖
父
が
好
き
だ
っ
た

歌
「
椰
子
の
実
」
を
斉
唱
、

山
頂
を
後
に
し
ま
し
た
。

今
回
三
度
目
の
巡
拝
の
旅

で
や
っ
と
八
幡
山
に
登
り
祖

父
の
霊
に
巡
り
会
え
た
こ
と

を
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
次

回
の
旅
で
は
現
地
の
人
の
協
力
を

求
め
て
、
ご
遺
骨
の
試
掘
に
も
取

り
組
み
、
本
格
的
な
遺
骨
収
集
の

実
現
に
つ
な
げ
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没

者
墓
苑
に
お
連
し
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

祖父の慰霊でウエワクの 
 八幡山戦跡で慰霊祭
�（第38回慰霊巡拝参加レポート） 山岸 靖志（軽井沢町）

八幡山慰霊祭後、
集落の皆さんと記念撮影
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東京湾上空を低空飛行する
復元機「零戦22型」

太
平
洋
戦
争
中
、
日
本
海
軍
の

主
力
戦
闘
機
だ
っ
た
「
零
戦
」
の

復
元
機
が
約
75
年
ぶ
り
に
翼
を
さ

ず
か
り
、
日
本
各
地
の
空
に
雄
姿

を
見
せ
て
い
る
。

こ
の
機
体
は
南
太
平
洋
の
パ
プ

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
ニ
ュ
ー
ブ
リ

テ
ン
島
で
朽
ち
か
け
て
い
た
も
の

を
45
年
前
に
回
収
し
、
復
元
し
て

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
航
空
博
物
館

で
保
存
さ
れ
て
い
た
。
零
戦
は
世

界
の
航
空
史
に
残
る
名
機
と
し
て

知
ら
れ
、
現
在
飛
行
可
能
機
は
４

機
の
み
、
日
本
人
所
有
で
飛
ぶ
こ

と
が
で
き
る
唯
一
の
機
体
。

昨
年
夏
か
ら
国
内
で
行
わ
れ
て

い
る
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
は
、
有
志
ら

が
企
画
し
た
「
零
戦
里
帰
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
、
わ
が
国

の
航
空
技
術
力
の
歴
史
を
振
り
返

り
〝
平
和
へ
の
想
い
〟
も
込
め
ら

れ
て
い
る
と
い
う
。

帰
っ
て
き
た
機
体
は
三
菱
重

工
業
が
昭
和
17
年
に
製
造
し

た
「
零
式
艦
上
戦
闘
機
22
型
」

で
、
全
長
9
㍍
・
全
幅
12
㍍
・
重

量
１
８
６
３
キ
ロ
・
最
高
時
速

５
４
０
キ
ロ
。
現
在
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
貿
易
会
社
を
経
営

す
る
石
塚
政
秀
さ
ん
が
所
有
、
操

縦
は
ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を

持
つ
日
本
人
が
担
当
し
て
い
る
。

大
戦
の
序
盤
を
制
し

世
界
を
驚
か
せ
た
名
機

先
の
大
戦
の
海
戦
史
は
、
零
戦

の
歴
史
で
も
あ
る
。
昭
和
15
年

（
１
９
４
０
）
に
中
国
戦
線
の
重

慶
爆
撃
で
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
終
戦

ま
で
機
動
部
隊
の
艦
上
戦
闘
機
と

し
て
活
躍
、
ま
た
基
地
航
空
隊
で

も
運
用
さ
れ
た
海
軍
の
主
力
戦
闘

機
で
あ
っ
た
。

零
戦
は
ず
ば
抜
け
た
格
闘
性
能

と
20
ミ
リ
機
関
砲
を
装
備
し
た
高

い
攻
撃
力
が
特
徴
で
、
大
戦
初
期

は
連
合
軍
戦
闘
機
を
圧
倒
し
た
。

一
方
で
防
御
面
が
弱
点
で
、
米
軍

が
新
鋭
機
を
投
入
し
た
中
期
以
降

は
守
勢
に
転
じ
る
よ
う
に
な
る
。

終
戦
ま
で
の
総
生
産
機
数
は

一
万
機
を
超
え
た
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
方
面
で
は
ラ
バ
ウ
ル
基
地
を
中

心
に
ブ
カ
、
ブ
イ
ン
、
ラ
エ
飛
行

場
な
ど
に
最
大
時
１
５
０
機
以
上

が
配
備
さ
れ
た
。

石
塚
さ
ん
は
動
態
保
存
を
目
指

し
て
「
国
内
で
永
久
保
存
の
道
を

見
つ
け
た
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

TOPICS
時
の
話
題

日本の空に『零戦』帰る
ニューギニアから
当時の機体を修理復元

日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
協
会

で
は
今
年
度
第
３
次
派
遣
と
し
て
11

月
11
日
か
ら
29
日
ま
で
の
19
日
間
に

渡
り
、
東
セ
ピ
ッ
ク
州
（
ウ
エ
ワ
ク
・

マ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヤ
ン
ゴ
ー
ル
等
）
サ
ン

ダ
ウ
ン
州
（
バ
ニ
モ
・
ア
イ
タ
ペ
等
）

に
て
の
現
地
調
査
及
び
収
集
作
業
を
５

名
の
派
遣
で
実
地
し
た
。

当
会
か
ら
も
一
名
（
大
久
保
）
が
参

加
し
、
現
地
通
訳
（
ル
デ
イ
氏
）
遺
骨

鑑
定
人・Ｐ
Ｎ
Ｇ
国
立
博
物
館
職
員（
ブ

レ
ン
ダ
リ
ー
氏
女
性
）
警
護
警
察
官
２

名
、
運
転
手
２
名
、
総
勢
11
名
が
２

台
の
車
に
分
乗
し
て
行
動
し
た
。

目
的
の
一
つ
に
、
現
地
行
政
機
関
及

び
現
地
住
民
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
を
図
り
、
遺
骨
情
報
が
集
め
ら
れ
る

よ
う
ポ
ス
タ
ー
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
配
布
し
ラ
ジ
オ
で
の
呼
び
か
け
も

州
政
府
に
依
頼
す
る
。
結
果
、
試
掘

も
兼
ね
て
収
容
し
た
ご
遺
骨
は
、
合
計

19
柱
と
な
っ
た
。

と
り
わ
け
ア
イ
タ
ペ
・
リ
メ
ン
グ
村

の
海
岸
で
は
情
報
に
基
づ
き
試
掘
を

し
た
と
こ
ろ
、
地
表
か
ら
20
㌢
足
ら

ず
の
所
か
ら
ご
遺
骨
が
見
つ
か
り
、
合

わ
せ
て
９
体
の
頭
骨
と
そ
の
他
の
部

位
を
収
容
し
た
。
午
後
の
２
時
を
回

り
、
ウ
エ
ワ
ク
ま
で
の
帰
路
５
時
間
強

を
考
慮
し
作
業
を
中
止
し
ク
ロ
ト
ン

の
花
を
目
印
に
植
え
、
線
香
を
手
向

け
て
撤
収
し
た
。�

委
細
次
号

政
府
は
昨
年
11
月
、
秋
の
叙
勲

受
章
者
を
発
表
し
た
が
、
在
Ｐ
Ｎ
Ｇ

日
本
大
使
館
関
係
で
、
パ
ラ
ダ
イ
ス

ニ
ュ
ー
ウ
エ
ワ
ク
・
ホ
テ
ル
経
営
者

の
川
畑
静
氏
が
旭
日
双
光
章
を
受

章
し
た
。

川
畑
さ
ん
は
長
年
に
渡
り
遺
骨

収
集
事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
功
績
が

認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
ウ
エ
ワ
ク
・

ホ
テ
ル
を
40
年
以
上
経
営
、
長
野
県

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
の
慰
霊
巡
拝
派
遣

事
業
で
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

ウ
エ
ワ
ク
の
川
畑
さ
ん
に
叙
勲

死
没
者
慰
霊
功
労
で

�

旭
日
双
光
章

平
成
29
年
度

　
　
　

第
３
次
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　

  　
　

現
地
調
査
行
わ
れ
るご遺骨を傷つけないよう、

慎重な試掘作業

埋め戻した現場に
目印に植えた

クロトン
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第
49
回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

　
　
戦
没
者
慰
霊
大
祭
の
報
告

第
49
回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦

没
者
慰
霊
大
祭
は
、
７
月
30
日
松

本
市
の
長
野
県
護
國
神
社
に
お
い

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

護
國
神
社
本
殿
に
は
、
会
員
遺

族
を
は
じ
め
国
会
議
員
、
県
会
議

員
の
代
表
、
各
地
の
市
町
村
長
や

県
遺
族
会
長
な
ど
お
よ
そ
１
２
０

名
の
方
々
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
正
午
の
大
太
鼓
を
合

図
に
始
ま
り
、
参
加
者
全
員
の
黙

祷
、
国
歌
斉
唱
と
続
き
、
さ
ら
に

奥
谷
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
さ
れ
ま

し
た
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
本
田
昌

彦
会
長
は
「
我
が
国
は
敗
戦
の
悲

し
み
を
乗
り
越
え
、
新
し
い
憲
法

の
も
と
で
平
和
国
家
を
目
指
し
、

70
余
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
世
界
各
地
で
は
、
地
域
紛
争

や
テ
ロ
行
為
に
よ
り
、
多
く
の
人

命
が
失
わ
れ
て
い
る
現
実
を
直
視

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、

本
年
２
月
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦

没
者
遺
骨
収
集
団
の
一
員
と
し
て

現
地
に
赴
き
、
１
１
２
柱
の
ご
遺

骨
を
奉
還
で
き
ま
し
た
。
長
野
県

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
は
、
49
年
間
に

わ
た
り
英
霊
の
顕
彰
と
、
現
地
慰

霊
巡
拝
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
後
と
も
こ
の
事
業
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
」
と
、
祭
文
を
奏

上
い
た
し
ま
し
た
。
続
け
て
、
菅

谷
松
本
市
長
、
横
田
長
野
県

遺
族
会
長
の
慰
霊
の
こ
と
ば
、

来
賓
代
表
と
し
て
木
内
代
議

士
の
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
、

あ
と
斎
主
と
来
賓
の
玉
串
奉
奠
で

参
加
会
員
が
拝
礼
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
38
回
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
方
面
慰
霊
巡
拝
団
の
結
団
式

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
派
遣
さ

れ
る
団
員
は
、
本
田
昌
彦
会
長
の

ほ
か
、荻
原
光
彦
さ
ん
（
上
田
市
）、

山
岸
幸
子
さ
ん
、
山
岸
靖
志
さ

ん
（
東
京
都
・
上
田
市
出
身
）
の

４
名
で
す
。
荻
原
さ
ん
が
派
遣
団

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
、
壮
行
の

言
葉
は
小
池
博
之
副
会
長
が
「
ゆ

か
り
の
地
を
巡
り
、
英
霊
に
対
し

て
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

現
地
の
人
々
と
の
友
好
親
善
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
。
体
調
管
理

に
留
意
さ
れ
て
、
満
足
の
い
く
旅

と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
、

述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
恒
例
の
「
ラ
バ
ウ
ル
小

唄
」
と
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
を
全

員
が
声
高
ら
か
に
斉
唱
し
て
閉
式

と
な
り
ま
し
た
。

　
29
年
度
中
に
、
次
の
方
が
新
た

に
会
員
と
な
り
ま
し
た
。

　
栗
田
　
政
子 

様
（
松
本
市
）

　
荻
原
　
光
彦 

様
（
上
田
市
）

　
平
塚
　
　
滋 

様
（
富
士
見
市
）

　
岡
部
　
博
明 

様
（
桶
川
市
）

＊
左
記
の
方
々
よ
り
、
本
年
度
中

多
額
な
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

有
難
く
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
会
の
運
営
に
、
有
意
義
に
使
用

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

・
中
村
俊
一
郎　

・
茂
木
毛
サ
キ

・
小
口　

茂
門　

・
永
井　

定
子

・
新
井　

克
明　

・
山
本　

繁
弘

・
大
沢　

重
子　

・
山
越　

伸
雄

・
望
月
百
合
子　

・
大
西　

知
子

・
木
下　

訓
夫　

・
松
澤　

祥
子

・
半
田
さ
ち
子　

・
赤
沢　

恒
雄

・
佐
藤　

幸
男　

・
荻
原　

光
彦

・
和
田
美
紀
夫　

・
金
井　

新
平

・
水
野　
　

幹　

・
小
島　

忠
彦

・
大
竹　

正
彦　

・
清
水　

幸
江

・
阿
部　

定
雄　

・
原　

い
せ
子

・
丸
山　

幸
一　

・
小
山　
　

進

・
佐
々
木
康
二
郎
・
佐
々
木
保
二

・
小
沢
や
へ
子　

・
土
屋　

英
雄

・
熊
谷　

茂
光　

・
嶋
田　

喜
一

・
土
屋
耕
太
郎　

・
五
月
日
輝
雄

・
丸
山　

芳
邦　

・
田
中　

裕
海

・
根
岸　

栄
子　

・
佐
竹　

悦
子

�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
事
務
局
か
ら
▲

▽
第
49
回
慰
霊
大
祭
で
は
、
式

典
に
先
立
ち
午
前
10
時
か
ら
美

須
々
会
館
の
会
員
控
室
に
お
い

て
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
友
・
遺

族
会
の
平
山
一
美
幹
事
が
、「
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
戦

没
者
遺
骨
調
査
・
収
集
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
映
像
を
交
え
自

ら
の
体
験
を
１
時
間
に
わ
た
り

講
演
、
参
列
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
関

心
を
集
め
ま
し
た
。

講演する東部ニューギニア戦友・遺族会
平山一美幹事

▽
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

�　

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
の
規
定
に
よ
り
、
第
50
回
通
常
総

�　

会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す

記

　
・
日 

時　

平
成
30
年
２
月
11
日
（
祝
）　

午
後
２
時
か
ら

　
・
会 

場　

浅
間
温
泉��

小
柳��
電
話
〇
二
六
三
︱
四
六
︱
〇
五
〇
〇

　

大
勢
の
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

★
昭
和
64
年
１
月
８
日
に
改
元
さ

れ
た
平
成
の
年
号
も
、
31
年
4
月

30
日
で
終
わ
り
５
月
１
日
よ
り
改

元
さ
れ
新
し
い
年
号
と
な
る
が
ど

ん
な
年
号
と
な
る
か
、
興
味
は
尽

き
な
い
が
、平
和
で
穏
や
か
な
日
々

を
呼
び
込
む
よ
う
な
年
号
で
あ
っ

て
欲
し
い
、
ま
た
そ
う
し
た
い
。

★
今
年
は
当
会
主
催
の
戦
没
者
慰

霊
祭
も
50
回
を
数
え
る
、
50
年
の

年
月
の
間
に
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
多

様
な
出
来
事
が
交
錯
し
た
こ
と
だ

ろ
う
が
、
節
目
に
立
ち
止
ま
っ
て

振
り
返
る
の
も
ま
た
一
考
か
。

★
当
会
で
、
役
員
会
や
と
り
わ
け

会
報
「
椰
子
の
樹
」
編
集
会
議

で
は
創
刊
号
か
ら
お
世
話
に
な
っ

た
画
廊
喫
茶
「
ゆ
え
」
が
店
主
の

都
合
に
よ
り
閉
店
と
な
り
ま
し
た
。

変
わ
っ
て
長
野
駅
東
口
ス
テ
ラ
ビ

ル
３
階
の「
ウ
イ
ン
ズ・イ
ー
ス
ト
」

と
な
り
ま
し
た
。

★
編
集
ｃ
ａ
ｐ
竹
村
氏
療
養
中
で

し
た
が
、
病
状
回
復
に
向
か
い
日

常
的
な
生
活
が
可
能
と
な
り
、
う

れ
し
い
限
り
で
す
。
早
く
万
全
な

状
態
で
会
の
運
営
に
、
参
加
願
い

た
い
も
の
で
す
。

★
甦
っ
た
「
零
戦
」
が
日
本
の
空

を
舞
っ
た
。
可
能
な
ら
人
間
の
体

も
修
理
復
元
し
て
、
異
国
に
眠
る

将
兵
の
目
を
覚
ま
し
、
血
を
注
ぎ

日
本
の
そ
し
て
故
郷
の
土
を
踏
み

し
め
て
も
ら
い
た
い
。�

（
Ｏ
・
Ｈ
）


